
自民党 52人
民進党 19人
公明党 8人
共産党 5人
市民ネット・社民・無所属 4人
千翔会 2人
千葉県民の声 1人
いんば無所属の会 1人
無所属 1人
 定数95人 現員93人
   （平成２9年7月12日現在）

ちば県議会だより  平成29年［2017年］8月5日（土曜日）

次回「ちば県議会だより」の発行日は平成29年11月5日の予定です。

千葉県議会　　　検索発行 編集 電話 043（223）2523 FAX 043（222）4073
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 議員
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質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
項
目
は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

第71代議長

小
お

高
だか

　伸
のぶ

太
もと

 議員
（勝浦市・夷隅郡　6期）

第69代副議長

鈴
すず

木
き

　昌
まさ

俊
とし

 議員
（市原市　4期）

　7月12日（水）の本会議最終日、第71代議長に小高
伸太議員、第69代副議長に鈴木昌俊議員が選出されま
した。就任にあたり、小高議長は「真の豊かさを実感で
きる県民生活を実現するため、議会機能の一層の充実
強化を図り、620万県民の負託と信頼に応えるため、誠
心誠意その職務に当たりたい。」と抱負を述べました。
　また、鈴木副議長は「議長を支え、公正かつ円滑な
議会運営のため全力を尽くしたい。」とあいさつしま
した。

6月21日（水）6月22日（木）

　
六
月
定
例
県
議
会
は
、六
月
十
五
日
に
招

集
さ
れ
、七
月
十
二
日
ま
で
の
二
十
八
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、議
長
の
諸
般
の
報
告
に
続

き
、平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
案
や
条
例

の
一
部
改
正
案
な
ど
議
案
二
十
件
、審
査
請

求
に
関
す
る
諮
問
二
件
、報
告
十
六
件
が
上

程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明
と
県
政

の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
一
日
か
ら
六
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
代
表
質
問
及
び
一
般
質
問
は
、

二
十
四
名
の
議
員
が
登
壇
し
、財
政
問
題
を

は
じ
め
、防
災
・
災
害
対
策
、道
路
問
題
、教

育
問
題
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
八
日
の
一
般
質
問
終
了
後
、諮

問
二
件
を
先
議
と
し
、総
務
防
災
常
任
委
員

会
で
審
査
し
た
後
、本
会
議
に
お
い
て
、審

査
請
求
に
つ
い
て
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
旨

答
申
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
六
月
三
十
日
、七
月
三
日
に
は
、予
算
委

員
会
が
、七
月
四
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
り

各
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
さ
れ
た

議
案
・
請
願
に
つ
い
て
具
体
的
・
専
門
的

な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、各
常
任
委
員
会
委
員
長
及

び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
の
審
査
結
果
報

告
、討
論
が
行
わ
れ
、採
決
の
結
果
、議
案
に
つ

い
て
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、追
加
上
程
さ
れ
た
人
事
案
件
三

件
が
同
意
さ
れ
、続
い
て
、議
員
発
議
案（
意

見
書
）十
七
件
の
う
ち
七
件
を
可
決
し
、今

定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
す
べ
て
の
案
件
の

審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委

員
会
に
お
い
て
、任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の

選
任
及
び
正
副
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
宇
野
裕
議
長
、木
名
瀬
捷
司
副
議

長
の
辞
職
に
よ
り
、正
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

六
月
定
例
県
議
会
の

あ
ら
ま
し

　6月15日（木）の本会議散会
後、中学校社会科の「民主政治
と政治参加」の体験学習とし
て、県内の公立・私立中学校
の生徒による、ちば中学生県
議会が開催されました。
　森田知事から県政の概要説
明があり、その後、10名の中
学生議員が登壇し、県の施策
等について質問。関係課長等が答弁を行いました。
　最後に、「『災害に対してしっかりと対策をし、被害を出さないち
ばづくり』に関する決議」を全員一致で可決し、ちば中学生県議会は
終了しました。

　私たちの住む千葉県はとても自然豊かであること
が大きな魅力ですが、その反面、台風や土砂災害、川
の氾濫、地震や津波、湾岸地区の液状化現象など、身
近なところに災害があります。
　平成23年3月11日に発生した東日本大震災では、
千葉県も被災地の一つとなってしまい、津波により
多数の尊い命が失われ、また、現在も行方不明となっ
ている方がいるほか、建物が壊れたり、液状化現象に
より生活に支障が生じるなど大きな被害がありまし
た。
　残念なことに、このような自然災害をなくすこと
はできません。しかし、県民それぞれがあらかじめ
防災対策を行えば、被害を最小限に食い止めること
は可能だと考えます。
　今後発生するかもしれない首都直下地震や南海ト
ラフ地震などを想定し、どのような対策を取れば被
害を最小限に抑えられるのかを、国や県、市町村など
の行政だけに任せるのではなく、私たち中学生をは
じめとした県民一人ひとりがしっかりと再確認し考
える必要があります。
　そのためには、まず、災害についての正しい知識を
身につけることです。現在学校等で行われている避
難訓練はもちろん、消防士・公務員・実際に被害に
遭われた方など、より災害に詳しい方々からお話を

伺い、災害の恐ろしさや、実際の災害で起こり得る被
害とその対策について、あらかじめ考えておくこと
が大切だと考えます。
　また、災害はどんな場面で起こるかわからないの
で、学校や家庭において避難経路や方法、緊急連絡手
段を確認するとともに、被災後の生活など、災害時に
想定される不安や課題を共有し、対応を話し合い、防
災意識を高めることも大事です。
　こうしたことから、行政や地域の方々に災害に対
する正しい知識の周知啓発を行っていただき、また、
災害時には、私たち中学生をはじめとする県民一人
ひとりが、それぞれの役割を認識して行動できるよ
うにすることによって、災害が発生した場合に大き
な被害を未然に防ぎ、より一層安心して暮らすこと
ができる「災害に対してしっかりと対策をし、被害を
出さないちばづく
り」を実現すべく
努力していくこと
を、ちば中学生県
議会として、強く
希望します。
以上、決議する。

平成29年6月15日　　ちば中学生県議会

「災害に対してしっかりと対策をし、
被害を出さないちばづくり」に関する決議

熱心にメモをとる中学生議員

代
表

問
質

ちば中学生県議会を開催

95校、189名が参加

議長、副議長紹介


